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発明の概要 【課題】 
縮合多環芳⾹族⾻格が有するπ共役性を⼗分に発現しつつ、溶媒に対する溶解性が
⾼く、安定性と耐久性に優れる新規な共重合体ポリマーの提供。 
【解決⼿段】 
フルオレン単位と、フェナントレン環⼜はフェナントロリン環の化学構造の⼀部
に、⽔素の少なくとも１個がフッ素原⼦⼜は塩素原⼦で置換された炭化⽔素系の飽
和環状構造を部分的に導⼊した単位を含む、縮合多環芳⾹族⾻格を有する共重合体
であり、有機発光素⼦の発光材料及び電気化学素⼦の電極材として使⽤できるポリ
マー。 
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